
令和７年度 部会報告（こども支援部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

・「連携がとれている事例とはどんな事例か」の検討から、好事例を学ぶことで地域連携を考える。 

・幼稚園・保育所・学校と福祉サービスの連携 

・困難ケースへの対応の事例検討（他部会との合同開催についても検討） 

・講演会 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年 6 月 11 日 
グループワーク「帯広市における、障害や発達に心配がある子ど

もたちの支援体制の課題について」 
61 人 

２ 令和 7 年 10 月 17 日 事例検討「子どもと家族を深く知るアセスメントを考えよう」 44 人 

３ 令和 7 年 12 月 24 日 
「教育と福祉の連携～切れ目のない支援の実現を目指して～」 

（帯広市教育研究所冬季研修講座と共催） 
87 人 

４ 令和 8 年 1 月 16 日 
研修会「地域で支える医療的ケア児の生活～保育所でのサポート体制

の取り組みを通して～」（医療的ケア児支援検討部会と合同開催） 
61 人 

５ 令和 8 年 2 月 6 日 講演会「親子の思い～支援機関として学び、ともに歩むには～」 71 人 

 

３ 解決すべき課題 

・機関同士の連携（幼稚園・保育所・学校・福祉等） 

・ライフステージ毎の切れ目のない支援 

・困難ケースへの対応（不登校、保護者支援等） 

・支援者の質の向上 

 

４ 実施・解決できたこと 

・教育との連携の第一歩として、帯広市教育研究所冬季研修講座と共催することが出来た。 

・地域課題について、グループワークを行って参加者同士が意見交換をすることが出来た。 

・保護者の声を聞く講演会を開催することで、支援者が自分の支援に立ち返ることが出来た。 

・医療的ケア児等支援検討部会との合同開催で、医療的ケア児の地域での暮らしについて考える機会を

持つことが出来た。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

・機関同士の連携、ライフステージ毎の切れ目のない支援については、引き続き取り組む必要がある。 

・地域課題について、部会の中で考えを具体的に共有していくことが難しかった。 

・今年度は開催時間の関係から参加できない機関もあったため、次年度に向けては開催時間の検討が必

要。 

 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

・機関同士の連携、顔の見える関係づくりについて取り組む。 

・困難ケースへの対応。 

 

資料 ５ 


